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１．決算サマリー（連結）

▲4,481▲2,193当期純利益

▲997▲61経常利益

▲449198営業利益

7961,775売上総利益

7,16212,001売上高

平成20年3月期平成19年3月期科目

9661,883現預金残高

55.7％64.3％自己資本比率

2,4407,006純資産

3961,762有利子負債

4,38010,248総資産

㈱ユニバーサルハウジングの採算悪化

不動産事業㈱ユニバーサルハウジングの減収

㈱ユニバーサルハウジングの採算悪化

㈱ユニバーサルハウジングの採算悪化

主な要因主な要因

業績不振の子会社に対する引当金計上、投融資に対する引当・減損

不動産を含む子会社の切離し、投融資の整理

業績不振の子会社の切離し

当期純損失の計上

不動産事業の不振と過去の遺産の精算により多額の赤字を計上

一方で財務体質の大胆なスリム化を達成

（単位：百万円）



3

２．平成20年3月期決算ハイライト

� 不動産事業㈱ユニバーサルハウジングの大幅赤字により経常損益ま
での各項目で業績が悪化

� 過去の投融資案件についての減損ならびに引当金計上が完了（特別
損失を計上）

� 業績不振の子会社㈱ユニバーサルハウジング、㈱ファーネスト等を
グループ外に切離し

� 主力子会社日本ファーネス㈱の業績が急回復、黒字基調が定着

� 財務ポジションがスリム化
z グループ再編の結果、連結有利子負債は平成19年12月末の3,509百万円

から396百万円に減少
z 連結棚卸資産は平成19年12月末の7,119百万円から493百万円に減少
z 『投資その他の資産』は平成19年3月末の2,162百万円から610百万円に

減少
（内450百万円が上場株（3月末時価評価済）、他に保険積立金90百万円、持分法連結会社株式35百万円など）
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３．損益について

経常損益の主要子会社別内訳

特別損益の内訳

投資有価証券評価損 683 井上工業 664、その他 19

固定資産除却損 12 生産設備除却損 12

債権譲渡損 2,723 ユニバーサルハウジング 1,400、NFKコンサルタント 1,192、NFKテクノロジー 142 他

貸倒引当金繰入額 1,066 明治建物 900、ファーネスト 142、その他 24

減損損失 169 ラジアントのれん等 136、ゲネシスのれん 31

その他特別損失 396 ユニバーサルハウジング貸倒損失 337、本社移転費用 18、他

特別損失計 ① 5,049

関係会社株式売却益 1,367 ユニバーサルハウジング、NFKコンサルタント、その他の関係会社の株式譲渡に係る売却益

その他特別利益 22 新株予約権戻入益、ゴルフ会員権売却益等

特別利益計 ② 1,389

ネット特別損失（①－②） 3,660

平成20年3月期連結決算 （単位：百万円）

科目 グループ連結 日本ファーネス ユニバーサル ファーネスト その他

売上高 7,162                 3,446                 2,903                 618                   194                   

営業利益 ▲449 238                   ▲420 ▲204 ▲68

経常利益 ▲997 241                   ▲839 ▲209 (1)  　　 ▲194

(1)対玄漁業に関する持分法投資損失108百万円を含む
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４．連結貸借対照表項目について
(単位：百万円）

金額 主な内訳

流動資産 2,815          

現預金 966            

 受取手形売掛金 1,311          川重商事 86、IHI 70、石川島汎用ボイラー 47、雪印乳業 34、太平洋金属 32 他

棚卸資産 493            仕掛品　395、製品用資材　91　他

その他 54             

有形固定資産 904            土地（横浜市尻手、静岡県掛川市） 737、建物・構築物 129、機械その他 37

無形固定資産 46             ソフトウェア 27、のれん 19

投資その他の資産 610            

投資有価証券 497            井上工業 420、非連結子会社持分法連結会社 35、他上場株 30（各時価評価済）、その他 12

貸付金・更生債権等 1,115          

（貸倒引当金） ▲1,115

保険積立金 90             日本生命 42、ソニー生命 32、その他 16

その他資産 21             敷金保証金 6、ノウハウ 4、その他 11

有利子負債 396            

短期借入金 320            井上工業株式売却等により、本年６月中に完済予定

１年以内長期借入金 15             光電機製作所が近畿大阪銀行から借入れているもの

　 長期借入金 61             同上 32、日本ファーネス製造による、みずほ銀行からの借入 29

明治建物 900、ファーネスト 142等（全額引当済）

科目
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５．グループ再編について

日本ファーネス 日本ファーネス製造

光電機製作所 リエロ・ジャパン
（持分法適用会社）

NFK Technology
Singapore

ラジアント

（非連結子会社） 　

ファーネスト 売却済

ファーネス・カンリ
ユニバーサル・ハウ

ジング

清算済 売却済

NFKテクノロジー NFKコンサルタント

工業炉燃焼装置関連事業

不動産事業

その他事業（投融資など）

目的

１．本業の燃焼技術関連事業に集中する態勢を整える
２．不採算の事業から撤退して連結業績の向上を図る
３．グループの規模を適正化し内部統制を充実させる
４．不良化した投融資について外部サービサーに移管し回収促進

主なポイント

Ａ．不動産事業からの撤退
・ファーネスカンリを清算
・ユニバーサルハウジングの株式売却

Ｂ．不採算の燃焼関連事業を切離し
・ラジアント株式を経営陣に売却
・ファーネスト株式を経営陣に売却

Ｃ．投融資関連子会社の切離し
・NFKテクノロジーをサービサーが管理するSPCに移管
・NFKコンサルタントをサービサーが管理するSPCに移管

財務のスリム化と、今期（H21年3月期）以降のスムーズな運営体制が確立財務のスリム化と、今期（H21年3月期）以降のスムーズな運営体制が確立

撤退

SPCに
移管

不採算部
分 切離し
本業に
注力
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６．新経営体制とコーポレートガバナンス

� 2月15日の総会を機に経営体制を強化
� 業務執行体制（スピード感を持って適法に業務を遂行する）の強化

� コンプライアンス体制の構築

� アジアを中心とした海外での拡販対策

� グループ再編の推進

� 資産・負債の厳格な管理＝無借金化の推進

� グループ運営におけるガバナンス制度の拡充
� グループ統括本部の設置

� 今後の課題
� 財務報告の体制拡充

� J-SOX対応

取締役会

代表取締役

グループ統括本部 企画部

IR室

経理部 総務部

日
本
フ
ァ
ー
ネ
ス
㈱

日
本
フ
ァ
ー
ネ
ス

製
造
㈱

㈱
光
電
機
製
作
所

㈱
リ
エ
ロ
・ジ
ャ
パ
ン

事業開発部

NFK Technology 
Singapore Pty Ltd.
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７．業績の内訳とコア業績の改善

コスト意識の徹底、主力商品であるHRSバーナ、バスケットレス多段回転炉、

アルミニューム合金熱処理炉などの拡販、営業体制の強化等の施策の結果

コアビジネスは黒字転換。今期（平成21年3月期）も増収の見込

コスト意識の徹底、主力商品であるHRSバーナ、バスケットレス多段回転炉、

アルミニューム合金熱処理炉などの拡販、営業体制の強化等の施策の結果

コアビジネスは黒字転換。今期（平成21年3月期）も増収の見込

 （単位：百万円）  （単位：百万円）

科目
NFK

ホールディングス
前期比(%) 日本ファ-ネス 前期比(%) 日本ファ-ネス製造 前期比(%) 光電機製作所 前期比(%)

売上高 333                    ▲82.6 3,446         (1)   5.7 251                    ▲7.0 190               190.6     

売上総利益 306                    ▲54.4 858           (1)  243.2 27                     14.8       44                133.9     

営業利益 ▲7 - 238           前期赤字 1                       前期赤字 11                前期赤字

経常利益 　　　　(2)       ▲46 - 241           前期赤字 2                       前期赤字 11                前期赤字

当期純利益 ▲5,072 - 193           前期赤字 2                       前期赤字 6                  前期赤字

(1) 前年度は6ヶ月変則決算につき、平成18年9月期下半期の実績と合算した12ヶ月実績との比較

(2)　雑損失45百万円(保険解約損）を含む

平成20年3月期個別業績の概要

コアビジネス＝平成21年3月期も継続して連結対象となる会社（親会社＋３社）コアビジネス＝平成21年3月期も継続して連結対象となる会社（親会社＋３社）
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８．日本ファーネスの強み

卓越した技術力卓越した技術力

高い付加価値をもたらすパートナー高い付加価値をもたらすパートナー

長年にわたり培った製品信用力長年にわたり培った製品信用力

優良な顧客基盤優良な顧客基盤

¾ 熱技術に関する優れたノウハウ
→顧客ニーズに対応した製品供給が可能

¾ 応用技術の開発力
（例：バイオマスのガス化）

¾ 熱技術に関する優れたノウハウ
→顧客ニーズに対応した製品供給が可能

¾ 応用技術の開発力
（例：バイオマスのガス化）

¾ 高性能の製品を長年にわたり供給
→品質で絶対に期待を裏切らない

¾ 高いリピート・オーダー率

¾ 高性能の製品を長年にわたり供給
→品質で絶対に期待を裏切らない

¾ 高いリピート・オーダー率

¾ 顧客ニーズに合致した製品開発
¾高性能（温度など）
¾省エネルギー、省力化
¾低ＮＯｘ、低環境負荷

¾ 顧客ニーズに合致した製品開発
¾高性能（温度など）
¾省エネルギー、省力化
¾低ＮＯｘ、低環境負荷

バスケットレス回転炉バスケットレス回転炉

NFK

炉体のコンパクト化を実現

燃料原単位の低減を実現
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１０．日本ファーネスの受注残高推移（H18.3～20.5）

（単位：百万円）
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平成18年3月 平成18年9月 平成19年3月 平成19年9月 平成20年3月 平成20年5月
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１１．今後の事業展開の概念図

環境 エネルギー産業基盤

燃焼
技術

廃棄物
処理

代替
エネルギー
生成

従来の領域今後拡大していく領域 今後拡大していく領域

社会的テーマ

社会的ニーズ リサイクル

CO2削減

燃焼エネルギー
再利用 自動車 鉄鋼 セメント

廃材（有害物質）

応用分野

原料供給原料供給
ホッパホッパ

合成ガス合成ガス
タンクタンク

温水タンク温水タンク

SISI

ガス化ガス化
炉炉

運転操作盤運転操作盤

フレアスフレアス
タックタック

紙おむつリサイクル装置

バイオマス燃料

相乗効果相乗効果

ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ化学
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１２．バイオディーゼル燃料の製法開発ベンチャーと提携
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１３．平成21年3月期計画と経営戦略

� 上記は外部との提携等を折込まない「自然体」の数字

� ノンコアの資産や投融資の処理は完了しており、特別損益でぶれる余地は限定的

� 井上工業株の売却による「実質無借金化」を第一四半期（平成20年4～6月）中に達成
し成長への新たなスタートを切る

(単位：百万円）

科目
NFK

ホールディングス
日本ファーネス 日本ファーネス製造 光電機製作所 （1）連結

売上高 322           3 ,940         240              200           4 ,120   

営業利益 1              118           3                 13             64       

経常利益 1              121           3                 12             66       

当期純利益 22            71             1                 12             36       

（1）連結調整後の予想数値

※注記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。




